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田区
点
目
v
戸血

【朝日町風土記】

遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

子

祭

り惨
朝
日
町
全
域

毅

(1) 

太

仏
教
を
受
容
し
た
聖
徳
太
子
は
古
く
か
ら
真
宗
で
崇
敬
さ

れ
、
ま
た
諸
芸
の
創
始
者
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、

特
に
職

人
の
官
仰
が
厚
い
。

輯
日
町
の
太
子
祭
り
は
聖
徳
太
子
を
敬
ま
い
杷
っ
た
祭
り

で
あ
る
が
、
大
正
末
ま
で
泊
町
の
大
工

・
左
官
・
石
工
等
、

各
職
別
ご
と
に
お
正
月
、

お
盆
の
二
回
、
持
ち
廻
一
り
で
お

こ
な
っ
て
き
た
太
子
請
が
、
昭
和
元
年
発
足
し
た
泊
町
職

工
会
に
よ
っ
て
太
子
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た昭
和
四
年
太
子
木
像
が
開
発
芳
光
氏
に
よ
っ
て
彫
刻
さ
れ
、

旧
泊
小
学
校
舎
の

一
室
に
杷
ら
れ
て
い
た
が
二
十
四
年
に

現
在
の
職
工
会
館
を
新
築
そ
こ
に
像
を
安
置
し
た
。

祭
り
に
は
泊
町
各
区
よ
り
山
車
が
安
か
れ
三
味
線
や
太
践

の
は
や
し
に
手
踊
リ
ハ
手
わ
目入
打
て
町
内
を
廻
り
太
子
堂
の

広
場
へ
集
ま
え
広
場
に
は
舞
台
も
作
ら
れ
近
郷
か
ら
集
ま

っ
て
多
勢
の
見
物
人
の
中
で
の
競
演
会
も
聞
か
れ
近
年
の

太
子
祭
り
に
は
素
朴
な
信
仰
行
事
か
ら
観
光
的
祭
礼
へ
と

変
っ
て
き
て
い
る
が
職
人
の
家
で
は
太
子
絵
像
を
杷
っ
て

普
か
ら
の
行
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
写
真
は
三
区
の
曳
山
と
太
子
像
）

今月のおもな記事
；。知事と語る会聞かれる
きo農村総合盤附モデノν事業実施計主
J[!jJ地域に京諒される 切

言。柏駅ホームに名所案内板できる：
¥ o I路島樹搬入口にスマートな公衆7
トイ ν ＝ 

：。在宅麗度胸部者に福祉手当
；。保険料の納め忘れはありませんi
か
主。朝日パレークラプ全日本大会に？
主値斗 寺；。33年ぶりに中国から帰国した浜f
－ 川ヒサさん
？。消防団の秋季演習を行います 主
手。一般家庭における灯油類の取扱：

~ 0建物の新築指築について
4。朝日町長寿番付
；。薬剤師、衛生検査技師、看護婦三

．募集 主

7
i
n
o唱
l
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II! 3樋錫使ゐ .. ~川

県
民
の
声
を
県
政
に

知
事
と
語
る
会
開
か
れ
る

体
育
セ
ン
タ
ー

自陣 2 4 7 守

に
対
し
て
中
間
知
僚
か
ら
は
、

つ
に
つ
い
て
極
刈
要
望
に
そ
い
た
い
と
答

一
つ
ひ
と

弁
さ
れ
、
有
意
義
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

（
写
挺
は
勉
旨
の
説
明
を
兼
ね
て
妓
拶

す
る
中
出
知
事
）

川
内
側
か
ら
は
、
小
凶
県
知
山
引
を
は
じ
め
ま
ず

県

の

%
出
先
機
関
の
長
が
出
附
し
‘

政
全
般
に
つ
い

知
引
か
ら
低
胤
長
．卜
に
お
け
る
出
．．
 
仰
の
県

ひ

て
の
け
嶋
本
安
釣

さ

の
桜
山
竹
が
め
り

そ
の
あ
と
町
民

か
ら
は
、

山
道

の
改
・
以
、
新
川

羽i

地
医
へ
の
老
人

W
門
病
院
設
悩

電
源
開
発
、
北

陸
向
励
磁
心
、

背
少
年
の
抗
的

研
修
縦
波
の
放

出
、
川
胤
業
後
備
齢

者
対
簡
な
ど
町

民
の
生
活
に
つ

い
て
肌
結
し
た

広

切
実
な
多
く
の

質
問
や
要
望
が

出
さ
れ
、
乙
れ

、'Iff

近
代
化
す
る
朝
日
町
の
農
村

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

実
施
計
画
地
域
に
承
認
さ
れ
る

明
日
町
は
、

こ
の
ほ
ど

農
村
総
合
盤
側
モ
デ
ル
事

業
実
施
計
凶
地
域
と
し
て

示
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
各
地
区
の

椛
似
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
む
に
、
農
村
の
生
活
蹴

段
を
抱
附
し
、

間出
村
花
住

者
の
術
川
向
上
を
凶
り
、

路
付
地
区
を
都
市
佐
み
風

波
に
戦
・
州
し
よ
う
と
す
る

む
の
で
す
。

町
で
は
、
本
州
市
浪

ω円

前
な
山
川
進
を
凶
る
た
め
、

去
る
九
月
凶

u、
明
日
川

地
域
山
村
総
代
路
備
品
」
テ

ル
刷
業
統
進
協
議
ム
表
立

総
会
を
附
催
し
、
協
議
会

の
括
起
に
あ
わ
せ
、
次
の

役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

会

長

鹿
川
肝
安
正

（出
業
俊
民
会
長
）

訓
会
長

大
森
覚
一

（中
火
脱
協
長）

委

白

ニ

O
名

作
地
以
代
及
、
七
地
改
良
川
ハ
の

役
付
、
議
会
代
v
氏
。

W
純
明
栄
の
内
容

一
、
農
業
生
息
基
慾
登
備
事
業

ィ
、
成
助
成

m川
緋
胤
殿
山
川
附

ロ
、
脱
出
燃
州
し
仙
路
灯
、
偶
然
合
む

一
一、
農
村
環
演
基
盤
蜜
備
事
拠

ィ
、
山
梨
県
的
泊
燃
附

（仇
断
灯
、
仙

川
柑
側
．
側
山
川
んパ
む
）

ロ
、
以
来
制
民
日必
開
成
ぬ
必
終
附

へ・鉱山山

同
次
．
雨
ボ
排
水
八
ぺ
む
〉

ハ
、
け
白
脱
欧
鋭

mぷ
施
設
燃
側

ニ
‘
公
共
川
地
似品川

ホ
、
然
治
山
災
安
全
ぬ
設
耐伸一
附

（山
溜

間
．
防
火
水
附
A
，H
む
）

一一
、
am村
環
績
協
刷
位
勘軍
備
事
業

ィ
、
山
村
町
刷
出
制
改
必
七
ン
ク
l

ロ
、
山
氏
村
公
附
ぬ
ぷ
似
川
附

微妙
事
来
の
対
象
地
鼠

川
市
街
地
戸

mA他
地
域
内
）
及
び
山
村

町民
治
ハ
ス
平
、
石
行
、
開
山
）
を
除
く

守

g
g
n
h
u
n
y』

四
十
四
集
落
の
二
千
四
百
五
十
六
へ
ク

タ

l
w

(2) 

県
民
の
u

円
を
県
放
に
生
か
す
た
め
の

「

県
知
事
と
諮
る
会
」
は
．
九
月
五
円
午
後

二
時
か
ら
勤
労
諮
問
少
年
体
育
セ

ン
グ
1
で

約
三
O
O人
の
町
民
が
集
ま
っ
て
聞
か
れ

ま
し
た
υ

級
事
業
貨
及
び
負
個
別
区
分

計
凶
で
は
五
十
一

作
皮
か
ら
六
か
年
継

続
で
‘
総
事
総
費
約
十
偲
川
、
う
ち
国

庫
補
山
一
企
割
、
県
費
筒
則
二
割
、
残
り

竺
閣
は
地
X
負
担
（
町
及
び
受
益
者
）

と
な
っ
て
い
る
c

（
写
真
は
、
国
道
わ
き
に
立
て
ら
れ
た

毛
デ
W
事
業
実
施
の
宥
仮
）

町
道
大
平
幹
線

舗
装
工
事
完
成

大
平
部
品
硲
の
併
線
道
路
は
勾
配
が
平
向

八
%
と
強
く
、
船
出
が
相
判
別
じ
て
い
た

た
め
、
部
必
の
民
望
も
あ
っ
て
、
町
削
舗

装
ム
市
を
逃
め
て
い
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど

先
叫
し
ま
し
た
。

延

二
八
五
・
五
米

長

工
中州民

二
七
八
力
川

（写
真
は
舗
袋
完
成
し
た
太
平
幹
線
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に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
名
所
案
内
板

z
在
宅
の
重
度
障
害
者
に

宝

福

祉

手

当

国
指
定
天
然
記
念
物
問
附
鹿
島
問
躍
の

2

1
1

入
り
円
、
胞
内
部
社
の
境
内
に
新
し
い
公
官

月

額

四

千

円

支

給

衆
一
便
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

担

争

十

月

か

ら

A
V

乙
れ
は
、
朝
日
県
立
自
撚
公
闘
略
的
不
思

乙
と
し
の
十
月
か
ら
、

在
宅
の
重
度
防

菜
の
一
郎
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
制
E
答
忠
告
に
一
人
月
額
凶
千
円
が
文
給
さ
れ
る

齢
十
年
を
乙
え
る
原
生
林
の
最
観
で
知
ら
ロ
福
祉
手
当
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

れ
る
山
崎
山
目
的
問
書
同
、
民
間
山
の
城
山
と
＝

対

象

者

結
ぶ
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
1
λ

で
年
間
＝

約
四
万
人
の
週
一
足
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
か
訪
日
①
日
常
生
活
で
市
時
の
介
越
が
い
る
出

れ
ま
す
が
、
乙
こ
に
は
ま
と
も
に
使
用
で

Z

笛
者
で
次
の
ど
れ
か
に
諮
当
す
る

μ。

Z

的
問
眼
の
磁
力
の
和
が

0
・
0
ニ
以

き
る
公
衆
便
所
が
な
く
今
ま
で
動
れ
る
人
忠

速
に
↑
〈
変
ぶ
便
を
与
え
て
い
ま
し
た
0

2

下
の
も
の
。

乙
ん
ど
で
き
た
公
然
便
所
は
、
形
も
仕
立

同
州
島
の
聴
力
が
補
聴
慌
を
用
い
て

上
り
色
も
、
神
位
境
内
と
し
て
の
風
致
を

Z

も
音
声
を
識
別
す
る
乙
と
が
で
き
な

極
刀
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に
と
配
胤
、
使

Z

い
程
度
の
も
の
。

所
の
前
に
は
花
担
も
つ
く
っ
て
四
李
折
々
も
川
両
上
肢
の
掛
能
に
著
し
い
障
告
を

の
花
を
儲
耐
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
置
有
す
る
も
の
。

圏

内

向

上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も

’

i
｝
L
F
：

聾

の

。

野
邑
晶
咽
唱
唱
一
一
－
E

附

両
下
肢
の
用
を
全
く
隠
し
た
も
の

潤

関
げ
や

；
、

一
閤
付
一
間
大
腿
を
二
分
の
一
以
上
失
っ
た

r

．～
副

理

も
の

9

圃

草

川

体
幹
の
機
能
に
堕
っ
て
い
る
こ
と

r

畠
P

一
が
で
き
な
い
程
度
発
有
す
る
も
の
c

a－
例

前

台

Z
間
程
度
以
上
と
認
め
ら

γ
司

れ
る
身
体
の
機
能
の
障
害
お
よ
び
樹

一一

神
の
障
害
を
合
す
る
も
の
。

円
＠
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
在
宅
問
出

者
で
あ
る
乙
と
。

旬
廃
疾
を
支
給
製
自
と
し
た
問
答
年
金

等
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
ζ

と
っ
（

た
だ
し
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
陣
包
伺

祉
年
金
受
給
者
は
嗣
祉
手
当
の
対
象
者

鹿
島
樹
叢
入
口
に

ス
マ
ー
ト
な

公
衆
ト
イ
レ
で
き
る

．
宮
崎
鹿
島
神
社
境
内
・

．． 閉拘32年 8丹8日・・ け・
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~ 県立自然公園 ! 
（ 北又谷紅葉狩りハイキング （ 
~ ＝ 参加者募集＝ ~ 
t期日 10月 18日（土） J 

雨天の場合 19日（日） 乙

｝ 小雨またははっきり判断できない F
~ 天候のときは、役場産業課（TE ( 

~ L!3l0529）に問い合わせください0 { 
集 会 朝日町役場前（午前8時~o分） ： 
）会費 l人 700円 ~ 
（中 食 各自持参 ｝ 
t行 稜 ・越道峠まで自動事往復 竺

・1じ又谷にてナメコ汁r!I食、きの ’ 
) 乙狩り等 f自由） ~ 
｛ ・北文谷午後21時30分出発、越道｝
｝ 峠溜31侍30分、役邸前着午後4 ; 

II与50分
、募集人員 40 ti （定員次第締切） ) 

i参加申込 明日町観光協会事務局（役場産業 i
課観光係｝

ι山』～『山F ・－－－ー..........山，ωー～、山F ・げー・・・・【・・・・－・，

溢ちら竿j

名
所
案
内
仮
を
一
系
設
蹴
し
ま
し
た
。

1調~<S·~·~：s抵抗

ームに

名所案内板

中露出盆国 tr ~ •
匝日1ZllbB晶画ml!!霊山口

AB暗立QI~・
.山，，拘
ltf＇≫’5，” 
ftll喧畢21li.

.間宮直吉君 II;¥JlJ宮

泊駅ホ

旬 、 －..＇.~.＇－、...

朝
臼
町
観
光
協
会
で
は
．
乙
の
ほ

ど
、
町
の
表
玄
関
、
泊
駅
の
ホ
l
ム
に

朝
出
町
は
、
日
本
一
の
高
山
拙
物
を

協
同
る
中
部
山
岳
国
立
公
闘
の
朝
日
岳

ゃ
、
城
山
、
宮
崎
を
中
心
と
す
る
朝
M

県
立
自
然
公
園
と
、
豊
か
な
自
然
の
劇

境
協
同
銀
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
と
の
向
慢
の

を
訟
凶
し
た
も
の
で
、
観
先
協
会
で
は
、

さ

資
顧
を
、

国
鉄
を
利
用
し
て
旅
す
る
人
達

来
年
も
う
一
基
設
問
す
る
計
画
で
す
。

報一一ーあ

と
な
り
ま
す
。
）

①
所
例
制
似
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
乙
と

手
当
の
支
給

手
当
の
文
絵
欄
は
月
調
凶
千
川
で
す
。

文
給
さ
れ
る
月
は

一
月
・
五
円
、
九
月
の

年
五
回
で
凶
か
付
ま
と
め
て
支
話
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
と
し
は
十
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
一一
一
か
付
分
は
、
米
汁

一
月
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
二
の
箔
祉
手
当
を
受
け
よ

う
と
司
る
方
ほ
、
十
月
中
に
伊
場
住
民
銀

箔
祉
係
で
手
続
き
し
て
く
に
さ
い
。

131 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
に

な
コ
ご
い
ま
せ
ん
か

十
二
月
三
十
一

日
が

最
後
の
期
限
で
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
キ
チ
ン
と
納

ま
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

過
去
に
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
期
間
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
険
料
は
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
二
年
た

ち
ま
す
と
附
効
に
か
か
り
、
納
め
た
く
て

も
納
め
る
ζ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
時
効
に
か
か
っ
た
保
険

料
に
つ
い
て
、
い
ま
特
別
に
納
め
る
と
と

が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
納
期
限
は
十
二
月

三
十
一

日
で
す
。

乙
の
特
別
納
付
は
、
強
制
加
入
被
保
険

者
だ
げ
に
眠
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
ば
か
り
で
な

く
、
資
wm自
失
し
て
い
て
も
、
過
去
に
加

入
し
て
い
た
人
た
ち
で
未
納
の
期
間
の
あ

る
人
も
納
め
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
は

一
か
月
九
O
OH
で
す
。



全
日
本
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
大
会
で
健
斗

尼
崎
市
体
育
館

昭和50年 I0月 I0日
月 刊〈毎月10日発行〉 ーー一－一一一

時務纏領燐

朝
日
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

’g 2 4 2守

九
人
制
バ
ν

1
ポ
l

w
第
一
回
全
日
本

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
優
勝
大
会
が
、
八
月
二
十

三
日
か
ら
三
日
間
、
大
阪
市
を
小
心
に
、

各
都
道
附
山
の
代
表
六
十
九
チ
l
ム
が
容

加
し
て
行
わ
れ
、
当
大
会
に
富
山
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
朝
日
バ

ν
l
ボ
l

w
ク

ラ
プ
は
、
終
始
健
闘
、
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
し
た
が
、
制
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
二
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

当
大
会
出
場
に
際
し
、
絶
大
な
る
と
支

度
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
各
位
に
、
紙
上
冶

借
り
厚
く
お
机
申
し
あ
げ
ま
す
。

予
選
．
ク
山
川
：
プ
戦

＝4
1
1
1

d

 

朝
日
ク
2
一

一0
稲
川
ク

r
引

l
m
～
（秋
田
）

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦
不
戦
勝

二
回
戦

朝
日
ク
l
一
げ

引

一？山
市
北
ク

一FDi
－
－
（
京
都
）

八
全
国
大
会
成
績
V
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い
ろ
い
ろ
な

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

お
知
ら
せ

オ
リ
エ
ン
テ

l

集 会 期

リ
ン
グ
大
会

十
月
十
九
日
（臼
｝

棚
山
周
辺

午
前
八
時
一ニ
O
分

山
崎
小
学
校
前

弁
当
、
タ
オ
ル
、

腕
附
計

迎
制
の
で
き
る
椛

快
な
服
従
た
だ
し

長
袖
長
ズ
ボ
ン

（
山
野
を
定
り
ま

わ
る
の
で
長
靴
で

も
よ
い
。）

合場円

併
行
品

H
U
 
l
 
l
 
袋

帽
子
着
用
の
こ
と

年
齢
、
性
別
を
問
わ
ず
ど
な

た
で
も

親
子
、
少
年
、
一
般
の
部
、

そ
の
他

※
陛
石
地
図
等
必
要
な
も
の
は
主
催
者

で
準
備
し
ま
す
。

※
当
日
午
前
八
時
に
役
場
前
か
ら
パ
ス

を
出
し
ま
す
0

・
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期

日

十

月

二
十
六
日
（
日
）

会

場

泊

巾

学

校

・
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

期

日

十

一
月
十
六
日
〈
日
）

会

場

泊

中

学

校

診
加
者

。
／
ラ
ス

一
訂
正
と
お
わ
び

一

前
骨
体
協
だ
よ
り
の
記
郁
巾
次
の
ぶ
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

「
第
十
七
回
町

E
dお
大
会
兼
第
七
回
小

中
学
樫
水
泳
記
録
会
の
小
学
校
優
勝
校
に

泊
小
学
校
を
追
加
」
（
体
協
）

朝
日
町
で
は
、
社
会
教
育
娠
興
の
一
原

と
し
て
昨
年
に
引
続
い
て
五
箇
庄
月
山
地

区
に
少
年
数
訟
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

乙
の
？
び
八
月
十
六
日
か
ら
十
八
け
ま
で

の
一一日
間
、
長
野
県
水
附
削
畔
キ
ャ
ン
デ

場
に
お
い
て
キ
セ
ン
プ
の
集
い
を
催
し
、

三
十
一
名
の
少
年
た
ち
が
乙
の
学
習
活
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
テ
ン
ト
の
設
営
、
自
然
観
察
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
l

一
一
日
目
は
凧
作
り
と
爪
上
げ
大
会
、
夜

は
花
火
大
会
と
、
最
後
の
撤
収
ま
で
、
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
キ
ャ
ン
プ
の
未
経
験

者
で
あ
り
ま
し
た
が
終
始
熱
心
に
楽
し
く

学
習
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
十
月
十
日
に
は
、
小
川
温
泉
元

場
方
面
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
実
習
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
写
真
は
で
き
上
っ
た
夙
と
共
に
）

連

三主
同

日
本
青
年
館
の

建
設
に協
力
を

連
合
青
年
団
で
は
、
日
育
協
か
ら
の

「

円
本
背
年
会
館
の
辿
殻
」
に
呼
応
し
、
山
什

地
に
お
い
て
、げ
砂
金
ま
た
は
り

mを
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ζ

れ
は
、
大
正
九
年
に
出

築
さ
れ
た
現
住
の
日
本
青
年
会
館
が
老
朽

化
し
た
た
め
、
全
国
の
青
年
団
員
の
手
に

よ
っ
て
、
再
建
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

当
朝
日
連
背
で
も
、
映
写
会
、
物
品
販
売

等
を
行
い
、
目
標
達
成
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
八
月
二
十
五
日
に
始
っ
た
第
十

三
回
青
年
議
会
の
本
会
議
は
来
る
十
月
二

十
六
日
、
町
議
会
議
錫
で
行
わ
れ
ま
す
。

多
数
の
傍
聴
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(4-) 

三
十
三
年
ぶ
リ
で

中
国
か
ら
帰
国

赤
川
の
浜
川
ヒ
サ
さ
ん

ざ
る
昭
和
十
七
年
八
月
、
町
出
身
軍
属

の
妥
と
し
て
渡
満
さ
れ
、
終
戦
時
に
は
夫

は
出
征
中
で
別
れ
別
れ
で
帰
国
で
き
ず
、

そ
の
ま
ま
中
国
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
た

赤
川
出
身
の
浜
川
ヒ
サ
さ
ん

（
百
十
一
才

）
が
三
十
三
年
ぶ
り
で
帰
国
さ
れ
、
来
年

三
月
ま
で
の
半
年
間
、
赤
川
の
実
家
、
比

の
浜
川
由
威
さ
ん
宅
に
間
在
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

（写
真
は
三
十
三
年
ぶ
り
に
故
国
の
土

を
踏
ん
だ
浜
川
ヒ
サ
さ
ん
）
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ま
で
の
貯
蔵
、
取
扱
が
許
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
注
意
事
項
が
朝
日

町
火
災
予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
乙
れ
を
守
っ
て
貯
臓
、
取
扱
を
し

て
下
さ
い
。

消
防
団
の
秋
季
演
習
を

行
い
ま
す

火
災
とま
ち
が
わ
な
い
よ
う
に

M2‘2号 一

消
防
団
秋
季
演
習
が
次
の
要
領
で
実
施

さ
れ
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
火

災
と
間
違
わ
な
い
で
下
さ
い
。

日
時
十
一
月
二
日

（日
）

場
所
朝
日
町
全
域

時
間
午
前
七
時
演
習
招
集
信
号

午
前
八
時
小

1
午
前
十

一
時
学

（
消
防
車
サ
イ
レ
ン
吹
問
）

な
お
、
当
日
午
前
八
時
半
よ
り
午
前
十
一

時
半
ま
で
の
間
町
全
域
で
消
防
車
が
放
水

訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、

洗
た
く
物
等
が

崩
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

ひ ーー …さあ

一
般
家
庭
に
お
け
る

灯
油
類
の
貯
蔵
と
取
扱
い

よ
く
読
ん
で
知
っ
て
お
こ
う

報広

消
防
法
で
は
、

灯
油
類
を
第
二
石
油
類

と
い

っ
て
、
五

O
Oリ
ッ
ト
W
を
指
定
数

畳
と
定
め
て
、

一
般
家
出
で
は
、
乙
の
数

賢
以
上
貯
崩
し
た
り
取
扱
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

一 阻害32年＆万 8日
. lJ"T竃郵便治認可 一・ーー

つ
ま
り
各
家
庭
で
は
、
五

O
O
リ
ッ
ト
ル

－
貯
蔵
し
た
り
取
扱
う
場
所
で
は
、
火
を

使
わ
な
い
と
と
。
ま
た
そ
の
附
近
は
い
つ

も
整
理
し
て
、
然
え
る
よ
う
な
物
を
躍
か

な
い
ζ
と。

－
貯
雌
ま
た
は
取
被
う
と
き
は
、
持
掛
か

ら
州
が
出
札
た
り
、
あ
ふ
れ
た
り
し
な
い

よ
う
住
越
す
る
こ
と
。
中
之
た
尉什
総
が
削
れ

た
り
、
上
か
ら
物
が
孫
ち
て
銅
山
制
す
る
よ

う
な
所
へ
舵
か
な
い
こ
と
。

－
Mm外
で
タ
ン
ク
ま
た
は
、
ド
ラ
ム
缶
等

で
二
五

O
リ
ッ
ト
W
以
上
五
ハ

δ
リ
ッ
ト

戸
未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
取
扱
う
と
き
は
、

建
物
等
か
ら
一
メ
l
ト
W
以
上
離
し
て
位

く
こ
と
勺

－
Mm外
で
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
缶
以
外
の

一

八
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
缶
や
ポ
リ
容
加
で

一

円

δ
リ
ッ
ト
戸
以
上
、

二
五

O
リ
ッ
ト
ル

未
満
を
貯
蔵
ま
た
は
取
扱
う
と
き
は
、
建

物
等
か
ら

一
メ
l
ト
W
以
上
離
す
こ
と
0

・
庫
外
で
タ
ン
ク
や
ド
ラ
ム
缶
以
外
の
前

号
の
容
関
等
で
二
五

O
リ
7

ト
N
以
上
、

主
（
×
）
リ
フ
ト
W
未
満
脅
貯
厳
ま
た
は
山

政
う
と
き
は
、
建
物
か
ら
ニ
メ
l
ト
W
以

上
附
す
と
と
。

－
限
内
で
一

O
Oリ
ァ
ト
W
以
上
、
五

O

O
リ
ッ
ト
ル
’米
満
を
貯
踏
ま
た
は
取
倣
う

と
き
は
、
柱
、

壁
、
床
及
び
天
井
等
を
燃

え
な
い
物
で
作
り
、

出
入
口
に
は
、
欽
の

戸
ま
た
は
ト
タ
ン
を
張
っ
た
一戸
を
取
付
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
中
に
充
満
す
る
ガ
ス
を
外
へ
排

川
す
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。ただ
し
屋
外
で
貯
蔵
、
－
取
扱
う
場
合
で
、

ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
、
掛
耐
え
な
い
物
で
作
っ
た

壁
に
面
す
る
と
き
は
、
距
離
を
縮
め
て
も

よ
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
消
防
砲
の

H

へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。
．

秋
の
交
通
安
全

ク
イ
ズ
の
解
符

秋
の
交
通
安
全
迎
助
の
チ
ラ
シ
が
各
戸

に
配
制
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
小
の

「
安
令
巡
励
ク
イ
ズ
の
川
胤
桝
符
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
」

あ
な
た
の
成
績
は
？

正
解
一

一十
魁
・
：
特
に
催
持

世
の
中
の
交
通
あ
な
た
が
悦
範
。

十
九
j
十
六・
・・優

変
通
準
模
範
生
。

十
五
J
十
一
：
・良

も
う
少
し
勉
強
す
れ
ば
交
通
優
等
生

卜
1
七・
・・吋

ま
だ
ま
だ
勉
仰
た
り
ま
せ
ん
。

六
1
四
・
・
・
危
険

ど
し
ど
し
勉
強
し
て
限
純
生
を
め
ざ

そ
う
。

｝一一

1
0
・
：
傾
め
て
危
険

一
生
懸
命
勉
強
し
て
交
通
ル

l
wに

強
く
な
ろ
う
。

今
月
の
税
金

分
忘で今
れ す月
ず。の
に税
制金
めは
ま 町
し 県
よ 民
う 説
。 第

姐

建
物
の
新
築
増
築
に
は

違
反
に
な
ら
ぬ
よ
う

近
作
、
法
的
予
統
ぎ
を
し
な
い
で
新
拠

文
は
、

m改
靴
潟
市
却
を
さ
れ
て
い
る
万
を
見

受
り
ま
す
。
こ
れ
は
必
反
行
為
で
す
か
ら

今
後
か
な
ら
ず
仁
邸
川
仁
前
に
手
紙
き
を

完

f
し
、
県
係
UR
の
指
摘
を
受
け
な
い
よ

う
択
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
、
建
築
物
を
建
て
よ
う
と
す
る
敷
地
の

弘
山
件

・
原
則
と
し
て
、
建
物
と
敷
地
は
山
口

四
メ
l
ト
戸
以
上
の
道
路
に
接
し
て

い
る
と
と
U

－
敷
地
の
地
目
が
登
記
上
宅
地
と
な
っ

て
い
る
ζ
と
c

二
、
十
平
方
メ
ー
ト
ル
’
（約
三
昨
）
以
上

の
迎
物
を
新
築
リ
λ

は
、
附
則
改
策
さ
れ
よ

う
と
す
る
万
は
、
次
の
手
紙
が
必
盟
と

し
ま
す
。

－
建
築
確
認
申
請
白
の
説
出

（
提
出
先
、
役
場
建
設
諜
）

申
請
古
用
紙
は
建
設
諜
に
あ
り
ま
す

．
県
建
築
諜
に
お
い
て
魯
類
等
審
査

－
建
築
確
認
通
知
普
及
び
確
認
済
般
の

交
付

－
確
認
慌
の
掲
示
仮
を
工
事
現
制
に
掲

示
の
上
、
工
事
に
泊
工

・
工
事
完
了
後
、
す
み
や
か
に
光
了
同

を
役
場
建
設
課
に
提
出

寸
正
し
い
手
続
き
で
、
り
っ
ぱ
な
建
物
を
」

そ
の
他
詳
細
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
役

場
開
組
殻
説
文
は
入
普
土
木
事
務
所
建
築
献

に
ど
相
版
下
さ
い
。

(5) 

上最
の近
コ二 入
事札
さ
れ
fこ
百
万
円
以

一
、
町
通
野
中
、
小
在
池
綿
舗
装
工
事

二
、
ごニ

O
午
川

九
月
五
日

t
十
月
十
五
日

一一一

O
七
米

六
米

t
八
米

：仁
邪
期貨

工延

長

1
 
1
 
1
 
員

・．
P' 、

① ① 
父

所場 日 マ 場 日 マ 所場 日 マ

所場 時日 所場
日 時 心 所時 人 時 行 相
時
通事 配 権 政 ー炎

漁樟午師十時午 第黒午前十 第
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朝日町長寿番付

大井久次郎さん

かぞえ年 85才以上

山崎市次郎さん

凶 東

// // ／／ ウ ケク ／／ ，－， 前 ’ト袋 小 限強間 人当大 祭浅償

9 8 7 6 5 4 3 2頭 陥！！結刷J＼脇 ！）！！Ill関』制綱

筒 i五：北堀水谷宵長；功（・・ie 7J< I防松谷路坂大

水路山 内 自口 ~~I： 丘厨 l訪問 原口チ1・ 東 3・1・
孫久

はきわカつりみき うふみふ七ゑ ffFJよ次

るよいヨなてよよ めみよじ邸 と松し郎

90 90 90 90 90 90 9 I 9 I 92 92 93 93 94 95 96 97 98 

命中＇l~日婿境肝櫛刊紙 内 境金師小卜浩山

向 一 樹水崎｜｜｜入谷町 谷 7J<.川行e「 山 科医尾II汀'i'.fr

御

免
稽古
務支

ノシノ〆 0 // // ／，’ ノ〆／／／／／／／シグ／／ // // // // 

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 !2 11 10 

草

島

鼠

作

一
卯

一
花

M

門

口
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さ

一
目

一
金

山

川

上

タ

ケ
コ
二
関
一

長

野

沢

凹

ょ

せ

一
回

一
月

山

河

村

ち

ょ

回

一
月

山

口

川

端

ふ

さ

回

一
ーに
摘
出

古

市

つ
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印
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殿

町

松

原
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と

印
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谷

沢

田
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羽
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山
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川
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吉

郎

不
動
公

川
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久

関

東
下
町

筒

水

つ

よ
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一
金

山

道
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弘

吉

田

一
竹
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豊
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85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 85 86 86 86 86 

笹

川

上

町

笹

川

中
道
下

火

平
西
下
町

町
南
保

市
保
越

H
ザ包

H

平

柳

本

町

山
崎
越

中
道
下

伎

町

月

山
月

山

制
同
町
議
会
級
長

酒

井

栄

検

朝

日

町

住

民

課

長

一行

I LI 1 空長竹水坂土 l~f 西 大小中 川川水松藤

i本王崎中島東 JI：木山平沢野会森野 F:
盛 広

- 1れ 哲ち太め白川、次つ つ つ勇ち つな 次

査 役 ！い明よ郎す門と郎たよ や平 よねつ弘郎

朝朝 i87 87 88 88 88 88 88 
目白 l一
町 町 ｜ 綱嶋~至上中 下目桜下宮山坊沼舘辻小舟

II呆 i首駒 山本； 料 川
老 社 L＆＆谷 下町児／.；＇，lllJ新 lllJ主 保問l町民新
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採用募集公告

朝日町

米
寿
を
祝
つ

第 24 2号ひさあ報広

薬剤師、衛生検査技師、看護婦

関蜘3：年 8JI B El 
l!! 3箇郵便物館可

昭和50i.JoI 0月10日

朝日IBJ長

て

門
口

い
さ

西

ぬ

っ

た

小

森

つ

ね

藤
井
梅
次
郎

（
金
山
）

（
下
山
新
）

（
窪
田
）

（
舟
川
新
）

中

I 壱
？霊齢
十什ゴ 呈王子

~ f足出
十進
日月
間

活
か
そ
う
経
験
の
ば
そ
う
定
年

V

最
近
の
景
気
の
停
滞
、
不
況
の
長
期

化
の
な
か
に
あ
っ
て
中
高
年
齢
者
の
雇

用
は
一

段
と
き
び
し
い
状
況
下
に
あ
り

中
高
年
附
者
の
服
用
促
進
対
策
は
ま
ず

ま
ず
そ
の
血
盟
牲
を
加
え
一
間
協
力
な

運
動
毎
日
以
聞
し
て
お
り
ま
す
。

V

中
高
年
齢
者
の
「
生
き
が
い
の
あ
る

職
業
生
活
を
送
る
」
就
職
の
促
進
を
図

り
、
ま
た
、
「
能
力
を
股
易
に
活
か
す

」
一以
い
入
れ
を
援
助
す
る
た
め
の
、
い

ろ
い
ろ
の
制
院
が
憐
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
ど

利
用
く
だ
さ

、。
’V
 魚崎悼
公
共
職
業
安
定
所
期
臼
分
室

伯病院に勤務する楽河Jf:rli、衛生検査技師、行設婦
のJ宋j刊について、次の！.！~！加により募集1,(>行い~t す。

I. 職区分と採用予定人員

薬剤師

臨床検査技筋、衛生検査技師

助産婦、看護婦、准看護婦

2. 応募資格

中川 権一

若 』i:?'1 
若干名

若干名

歯合資

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

万

一
、
不
黙

に
し
て
交
通
事
放
を
起
と
し
て
し
ま
っ

た

と
き
の
対
処
の
仕
万
を
御
存
知
で
す
か
。

交
通
事
政
を
起
と
し
て
人
を
死
傷
さ
せ
た

の
で
、
後
害
者
に
償
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
だ
が
、
幾
ら
支

払
え
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
と
い
う
場

合
、
裁
判
所
の
「
調
停
」
を
利
用
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
調
停
の
手
航
き

で
は
、
被
留
者
だ
け
で
な
く
、
加
苫
者
か

ら
も
適
正
な
損
害
賠
償
額
を
即
限
定
し
て
も

ら
う
た
め
の
申
立
て
を
す
る
ζ

と
が
で
き

ま
す
。不
幸
に
し
て
交
通
事
故
を
起
と
し
た
と

き
は
慌
て
ず
、
惑
わ
す
、
問
題
を
こ
じ
ら

せ
る
前
に
、
も
よ
り
の
簡
易
裁
判
所
で
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

臨床検査
妓飾

選考の日時、場所、方法

法

最
近
建
物
の
新
改
築
工
事
の
際
に
羽
料

な
ど
が
電
線
に
ふ
れ
て
感
也
、
墜
給
す
る

な
ど
の
災
円
が
発
生
い
た
し
て
お
り
ま
す

当
社
で
は
叫
の
定
め
る
活
断
中
に
よ
り
ま

し
て
一
般
的
に
建
造
物
と
の
縦
陥
は
上
刀

2
悦
以
上
、
側
万
M
m
以
上
に
施
設
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
挙
前
に
連
絡
く
だ
さ
い。

一
、
家
屋
の
新
改
築
に
よ
η
配
電
線
と
の

距
離
か
規
定
以
下
に
な
る
と
き

二
、
電
線
の
付
近
で
工
事
の
と
き
材
料
な

ど
が
取
扱
中
電
線
に
触
れ
る
お
そ
れ

の
あ
る
と
き

「

(7) 

電
話
が
早
く
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た

今
ま
で
は
、
悩
話
を
新
た
に
お
申
し
込

み
に
な
っ
て
も
半
年
か
ら

一
年
以
上
待
っ

て
も
ら
っ
て
も
な
か
な
か
っ
け
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
局
内
設
備
や
、
線
路
設

備
の
改
善
に
よ
っ
て
、
最
近
で
は
待
っ
て

い
た
だ
く
期
間
も

一
か
月
か
ら
三
か
月
程

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

阜
く
同
地
話
を
お
付
り
に
な
り
た
い
お
万

の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
考

一

加
入
料
一
設
倒
料

一
的

券

一

一単

独

一

一

一

一電

話

一一一一呂
円
吾
、8
0
円
一一一
一口、
0
0
0
円
一

一共

同

一
一一5
0
円
言
、
g
o円
一
活
、8
0
円
一

一
電

話

一

一

一

一

な
お
、
出
券
は
証
券
会
社
で
い
つ
で
も

買
上
げ
て
く
れ
ま
す。

く
わ
し
く
は
電
話
局
へ

一
丁

一
0
0
0漆
戸
無
料）

I 場所 i方
一一一一一一一一一一一一一i(1)選考

｜ 主として人物に
泊病院 ｜ついて倒別面緩

｜ により選考を行
｜ います。
出身体検itt
職務遂行に必、要
な健康度を有す
るかどうか （主
として胸部疾患
の有無に毘1誌を
おく。）につい
て検査します。

｜応募資絡の有無、履歴書記級事頃等その
身上調査 ｜他について調査します。

｜ ｜採用決定者－には、 笛
採用通知 ｜｜間利so年11月中旬 ｜面で通知します。

4. 受付申込手続

次の轡鎖を朗日町役場総務課に提ILIして
ください。
(1）履歴書（申込前5か月以内に出った
本人と確認できる写真 （上半身、j世相
正面向、縦6也、横4.s:経〕をはってく
ださい。）
(21 免許歯与し（または在学証明也）

受付期間 ｜ 目マ認す良部ィJお｝~同年10月3 1

時

衛生検査
妓師

九
月
十
宜
臼
の
紋
老
の
日
に
あ
た
り
、

こ
と
し
米
寿
（
八
十
八
才
）
を
迎
え
ら
れ

た
、
次
の
万
々
に、

県
知
事
か
ら
銀
蕊
、

朝
日
町
長
か
ら
雌
ぶ
と
ん
と
、
ま
ん
じ
ゅ

う
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

島
端

ふ
さ

（
上
横
尾
〉

大
平
つ
よ
（
宮
本
町
）

川
久
保
ち
よ
（
沼
保
）

青
木
広
次
郎
（
絞
町
）

沢
出

ょ
せ
（
月
山
）

河

村

ち

よ

（月
山
）

沢
田

ζ

と

（

月

山
）

松
卜

弘

（
小
吏
〉

川
上
タ
ケ
ヨ
（
良

野）

松

原

ざ

と
（
蜂

谷）

水
野

な
つ
「
辻
岩
崎
）

市
原

限
作

（花

房）

中
野
市
川
W
T

（

妨

）

小
沢

つ
や
（
山

王）

古

市

つ

よ

（

殿

町
）

清
水

は
る
（
金
山
）

｜ 免許資格 ｜年

一一ι ｜築剤［矧法に必づく薬剤帥の ：11百fU26年4月
｜免許を現に有している者、 12日以降に生

薬剤 師 ’または、昭和'..ii年3月31日iまれたお
までに受験賢治を取害見込｜
の者 ! 
－尚三函蚕豆l:ii1法に基づく臨！間百127年7局
床検査技[¥IJ1／；.えび衛生検査技：2円以降に生
日IVの免許を現に有している ｜まれた話一
者または、l附手US1年3月31日
までに免許取得見込の者 （
臨床検貨技師については、
受験資格取得見込の者む合｜

む。） ｜ 一一一
｜保健婦、助産婦、看護婦法日法制121f.-j:: 4月

助産婦 ｜に基づく助産刷、看護婦i放 ＼2日以怖に生
看穣婦 ｜び准看護師のいずれかの免｜まれた者

I ;Yrーを現に有している者、ま
准看護婦 ｜たは昭和51年3月31日まで

！に受験資絡を取得見込の者

｜目玉1150年

11月上旬

（応募者
にその都
度通知し
ます。）

面接及び

身体検査

申込方法

5ー その他
詳細については、朝日町役場総筋諜または伯病
院事務室に問い合わせください。
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家
惨
な
踏
切
事
故
を

な
く
し
よ
う

踏
切
で
列
挙
と
衝
突
し
死
刑
陶
者
が
出
た

り
、
列
車
が
脱
線
し
た
ら
刑
法
、
活
路
交

通
法
に
定
め
る
弾
に
問
わ
れ
る
ほ
か
、
択

の
よ
う
な
国
汚
民
的
の
脅
任
を
負
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

－
死
傷
者
に
対
す
る
慰
謝
料
、
治
按
費
等

一
切
の
費
用

・
舵
崩
し
た
綴
闘
い？

電
車
、
符
車
、
，
れ

い阜市ザ射引いけ額
A
K
部

－
Mm射
し
た
線
路
、
泊
以
北
削
、
川
川
げ
北

山附加
T
J
の
削
似
山
内
額
令
部

－

a行
制
料
金
払
い
も
ど
し
肘
川
、
代
行
愉

送
そ
の
他
人
件
費
、
H

例
料
貨
等
wv畝
出

旧
に
要
し
た
一
切
の
費
用

わ
ず
か
の
不
注
怠
が
、
崎
町
い
人
命
や
財

産
を
砕
い
ま
す
。
運
転
話
の

－
生
や
、
家

膝
の
お
不
簡
易
』
フ
イ
に
し
ま
す
。

Mm切
で
は
、
必
ず

一
時
作
止
、
十
汀
わ
俄

認
、
被
線
区
間
で
は
反
対
列
車
に
注
意
し

て
か
ら
踏
切
を
渡
る
ζ

と
を
陥
行
し
ま
し

ょ
う
。
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朝
日
町
善
意
銀
行

明
日
町
善
意
銀
行
で
は
、
さ
き
に
預
託

の
あ
っ
た
A
祝
日
間
の
う
ち
か
ら
、

次
の
よ
う

に
貸
川
し
を
行
い
、
関
係
者
の
方
々
か
ら

い
八
変
汗
ば
れ
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

七
月
に

「
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
」
及
び
心

身
間
百
将
コ
ロ
ニ
ー
「
セ
l
ナ
l
苑
」
に

見
舞
金
を
持
参
し
て
慰
問

八
月
に
町
内
の
寝
た
き
り
老
人
八
十
九

名
の
万
に
般
市
を

九
月
に
子
供
用
友
矧
を
「
汎
児
院
」
の

ぶ
ち
ゃ
ん
用
に

川
じ
く
大
学
ノ
l
卜
、
帆
州
市
等
の
川

rm

H

川
品
び
に
州
人
間
靴
此
官
民
泌
総
説
、
ル
ン

ピ
ニ
闘
」
に

川学
校
ヘ
の
寄
贈

山
崎
小
学
校

へ

山
崎

谷
口
信
義
氏
か
ら
ビ
ー
チ
パ

ラ
ソ
ル
一
強
。

山
崎
小
学
校
後
援
会
（
代
表
久
我
口

秀
雄
氏
〉
か
ら
教
卓
七
調
。

宮
崎
小
学
校
へ

東
京
都
ホ
島
数
江
氏
か
ら
印
刷
鎗

転
機
二
日

泊
小
学
校
へ

泊
草
野
和
夫
氏
か
ら
運
動
会
用
俊

勝
卜
ロ
フ
イ
（
お
種
）
六
個
。

泊 ーら 道 f白
中 伽1運 下中
学 。副学
校 会 魚 快
同 HJ津 qス
窓 悩 奨 へ
会 勝 学
（ 卜会
代ロ 魚
炎 フ 津
島イ 八
li3 ，....重
久大 氏
芯）か

氏）

か
ら
浬
励
会
用
促
勝
ト
ロ
フ
イ

r
中
、
小
）
五
倒
。

！陸．

1海
｜空

！ι i百：

！意i

て

あ
な
た
の
未
来
は
大
き
く
聞
け
て
い

ま
す
。

臼
術
隊
へ
の
規
部
正
し
い
生
用
は
、
将

来
の
あ
な
た
の
基
慌
を
作
る
で
し
ょ
う
。

符
種
率
州
免
許

・
車
両

・
航
空
機
盤
術
通

信

・
会
計

・
測
量

・
そ
の
他
職
種
に
応
じ

多
く
の
国
家
資
絡
が
、
ま
た
夜
間
通
学
も

可
能
で
す
。

一
、
資

格

制
十
八
才
l
一一
十
一
色
才
ポ
備
の
閃
・チ

｝
、
待

遇

マ
衣

・
食

・
住
無
料
（
実
質
月
ご
．一ニ
、

onδ
円）

マ
初
保
給
五
八
、
一
行

δ
円
〈
五
十
年

十
二
月
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
予
定
〉

マ
ボ
ー
ナ
ス
年
一
一
一
回
（
約
五

・
二
か
月

分）危
険
物
取
扱
考
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
は、

よ
う
に
行
わ
れ
ま
す。

受
験
胸
部
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

一
、
試
験
の
実
施
種
別

－

m開
・
ι
mm
・
内
相

ニ
、
試
験
の
実
施
日

開
和
五
十
年
十
一
月
十
六
日
＠

一一一
、
願
書
受
付
開
始
日

十
月
八
円
＠

回
、
願
書
締
切
日

十
月
十
六
日
＠

誹
制
に
つ
い
て
は、

的
防
料
へ つ

ぎ
の

マ
各
部
手
当
支
給

一
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
畿
下
さ
い
。

マ
朝
日
町
位
場
総
務
課

電話一－．
l

二
0
0

マ
自
衛
隊
窓
山
地
方
連
絡
部

電
話
（
富
山
）
四
一
ー
一
二
二
七
一

（
問
和
五
十
年
九
月
十
五
日
現
在
〉

、
ご
艶
轡
い

道

下

成
・
・
柳

東
草
野

桜

町
月

山

赤

川

省

保
蛭

谷

山

崎。
鼓

町

金

山

舟
川
新

O
平

柳

O
金

山

O
舟
川
新

沢大揚水久北 JJii！土浜長西下 ！Jli町
田井口野保山地井 井聞 v~ 版柿

仕i
行明敏 龍武敏義 － IF. r字
康 義 治満強引克明信雄政 1克人 一

ご
結
婚

t
寸

国

寺

田 （お
す
こ
や
か
に
）

（お
し
あ
わ
せ
に
）

洋

子滋

（お
く
や
み
申
し

あ
げ
ま
す
）

長 二 長 二長二長二長長 三 以長長
女男 女女 女り1!J:l明男女女女別リj

附
印

俗

可

燃

楽
日

記

由
佐
子

文

彦

健
太
郎

真

由．’J 
ム
リ
白

，
1
J
 

麻
衣
子

志

穂

里

加

宏

明

有

布

鍛
治
住
子
（
刊
）

鍋
谷
ま
つ
ゑ
（
引
）

O
宮

崎

O
笹

川

O
横

尾

0

0

 

O
沼

保

O
沼

下

O
東
草
野

O
赤

川

O
雌

谷

O
山

崎

O
殿

町

一一一9月の町内交通事故数ー－ー一一－－－－－－－－－－－－－
ヘルメットを
かぶろう

浜
田
志
い
（
釘
）

長
井
き
よ
（
刊
〉

長

井

み

さ
子
（
的
）

藤
沢
昇
蔵
〈
拘
）

岡
田
み
さ
を
〈
珂
）

藤

田

悦

宏

（

4
〉

柚
木
キ
ミ
ヱ
（
臼
）

山
田
つ
な
〈
加
）

谷
口
み
よ
（
刊
）

青
島
ひ
で
子
（
お
）

組
一
稿
作
（
防
）

(8) 

負傷者

10 

31 

41 

死者

。
件数

26 

8 

34 

月

1月～8月

本年累計

9月

繍

集

兼

発

行

朝

日

町

役

場

印

刷

所

悌

両

越

印

刷

送

料

十

二

円

定

価

六

円郵
便
番
号
九
三
九

1
0
七


